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典
講
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所
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と
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古
事
記
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研
究
開
発
推
進
機
構
は
本
年
を
も
っ
て
発
足
十
周
年
を
迎
え
た
。
本
機
構
は
、
本
学
の
建
学
の
精
神
を
闡
明
・
具
現
化
し
、
そ
れ
を
将

来
に
わ
た
っ
て
強
固
な
も
の
に
す
る
た
め
に
策
定
さ
れ
た
「
國
學
院
大
學
二
十
一
世
紀
研
究
教
育
計
画
」
に
基
づ
き
、
本
学
に
お
け
る
研

究
教
育
活
動
の
重
点
的
推
進
と
そ
の
成
果
発
信
の
拠
点
と
な
る
べ
く
、
平
成
十
九
年
（
二
〇
〇
七
）
四
月
に
発
足
し
た
研
究
教
育
機
関
で

あ
る
。
本
機
構
に
は
機
構
長
が
置
か
れ
、機
構
長
の
直
轄
組
織
と
し
て
あ
る
の
が
研
究
開
発
推
進
セ
ン
タ
ー
で
あ
る
。
同
セ
ン
タ
ー
で
は
、

外
部
組
織
と
の
連
携
や
大
型
助
成
金
の
申
請
な
ど
対
外
的
に
も
二
十
一
世
紀
研
究
教
育
計
画
に
則
っ
て
事
業
を
進
め
て
い
る
。
こ
の
ほ
か

研
究
開
発
推
進
機
構
内
に
は
、
日
本
文
化
研
究
所
、
学
術
資
料
セ
ン
タ
ー
（
考
古
学
資
料
館
部
門
・
神
道
資
料
館
部
門
）、
校
史
・
学
術

資
産
研
究
セ
ン
タ
ー
、
國
學
院
大
學
博
物
館
が
あ
る
。
そ
し
て
、
こ
の
た
び
平
成
二
十
九
年
三
月
に
新
た
に
設
置
さ
れ
た
の
が
古
事
記
学
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セ
ン
タ
ー
で
あ
る
。
機
構
内
の
研
究
機
関
は
、
機
構
長
の
元
に
設
置
さ
れ
て
い
る
の
に
対
し
、
古
事
記
学
セ
ン
タ
ー
は
機
構
内
に
置
か
れ

な
が
ら
も
、
二
十
一
世
紀
研
究
教
育
実
施
委
員
会
や
学
長
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
の
下
に
事
業
を
推
進
す
る
研
究
機
関
で
あ
る
。
私
は
機
構

内
に
お
い
て
、
研
究
開
発
推
進
セ
ン
タ
ー
、
校
史
・
学
術
資
産
研
究
セ
ン
タ
ー
、
博
物
館
、
古
事
記
学
セ
ン
タ
ー
を
兼
務
し
、
研
究
・
教

育
活
動
に
従
事
し
て
い
る
た
め
、
本
講
座
で
は
、
各
機
関
が
関
わ
る
研
究
事
業
に
基
づ
き
な
が
ら
、
皇
典
講
究
所
・
國
學
院
と
い
っ
た
学

校
史
や
、
本
学
が
所
持
す
る
学
術
資
産
、
お
よ
び
古
事
記
学
セ
ン
タ
ー
の
働
き
に
つ
い
て
述
べ
る
こ
と
と
し
た
い
。
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古
事
記
学
セ
ン
タ
ー
が
設
置
さ
れ
た
理
由
は
、
本
学
が
平
成
二
十
八
年
度
文
部
科
学
省
私
立
大
学
研
究
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
事
業
に
選
定

さ
れ
た
こ
と
に
よ
る
。
研
究
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
事
業
と
は
、
文
部
科
学
省
に
よ
っ
て
平
成
二
十
八
年
度
か
ら
公
募
が
開
始
さ
れ
た
。
学
長

の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
の
下
、
優
先
課
題
と
し
て
全
学
的
な
独
自
色
を
大
き
く
打
ち
出
す
研
究
に
取
り
組
む
私
立
大
学
等
に
対
し
、
経
常
費

等
を
重
点
的
に
支
援
す
る
取
り
組
み
で
、
初
年
度
の
平
成
二
十
八
年
度
は
全
国
の
私
立
大
学
か
ら
一
九
八
件
の
申
請
が
あ
り
、
四
〇
校

（
タ
イ
プ
Ａ
「
社
会
展
開
型
」：
一
七
件
、
タ
イ
プ
Ｂ
「
世
界
展
開
型
」：
二
三
件
）
の
う
ち
の
一
校
と
し
て
國
學
院
大
學
の
「「
古
事
記
学
」

の
推
進
拠
点
形
成
―
世
界
と
次
世
代
に
語
り
継
ぐ
『
古
事
記
』
の
先
端
的
研
究
・
教
育
・
発
信
―
」
が
採
択
さ
れ
た
。
本
学
は
タ
イ
プ
Ｂ

で
の
選
定
で
あ
り
、「
古
事
記
学
」
に
象
徴
さ
れ
る
よ
う
に
、『
古
事
記
』
を
中
心
に
据
え
な
が
ら
、
先
端
的
研
究
成
果
を
世
界
的
に
発
信

し
よ
う
と
い
う
も
の
で
あ
る
。

　

本
学
は
、
こ
の
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
事
業
へ
の
応
募
に
際
し
て
、
唐
突
に
『
古
事
記
』
を
研
究
し
始
め
た
わ
け
で
は
な
い
。「
古
事
記
学
」

事
業
は
、
二
十
一
世
紀
研
究
教
育
計
画
で
提
起
さ
れ
た
、「
日
本
文
化
の
国
際
的
理
解
に
向
け
た
研
究
（
国
際
日
本
学
）
の
推
進
」
を
具
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現
化
す
る
研
究
事
業
と
し
て
、
平
成
二
十
五
年
度
の
後
期
よ
り
「『
古
事
記
』
の
学
際
的
・
国
際
的
研
究
」
と
し
て
開
始
さ
れ
、
平
成

二
十
七
年
度
か
ら
は
「「
古
事
記
学
」
の
構
築
」
と
し
て
事
業
展
開
し
て
き
た
。
こ
れ
は
、日
本
文
化
の
根
本
を
理
解
す
る
鍵
と
な
る
『
古

事
記
』
に
つ
い
て
、
國
學
院
に
お
け
る
従
来
の
研
究
成
果
を
踏
ま
え
た
上
で
、
学
際
的
・
国
際
的
視
点
か
ら
理
解
し
、
本
学
独
自
の
「
古

事
記
学
」
の
構
築
を
目
指
す
も
の
で
あ
る
。「
古
事
記
学
」
の
推
進
に
よ
っ
て
、『
古
事
記
』
を
人
類
共
通
の
遺
産
と
し
て
位
置
づ
け
、
日

本
文
化
の
独
自
性
と
普
遍
性
を
示
す
と
と
も
に
、
伝
統
文
化

継
承
の
担
い
手
を
育
成
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。
そ
し
て

本
学
が
世
界
と
次
世
代
に
『
古
事
記
』
を
語
り
継
ぐ
独
自
の

拠
点
と
な
る
こ
と
で
、
日
本
文
化
の
新
た
な
る
創
造
と
発
展

に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
標
と
し
て
い
る
。
こ
の
文
部
科
学
省

へ
の
申
請
業
務
は
、
研
究
開
発
推
進
セ
ン
タ
ー
が
中
心
と
な

っ
て
行
わ
れ
、
こ
の
た
び
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
事
業
へ
と
つ
な

が
っ
た
の
で
あ
る
。

　

そ
も
そ
も
、
古
事
記
学
事
業
は
、
本
学
が
こ
れ
ま
で
に
培
っ

て
き
た
『
古
事
記
』
研
究
に
基
づ
き
、
そ
れ
を
発
展
・
継
承
す

る
も
の
で
あ
る
。
事
業
に
お
け
る
取
り
組
み
と
し
て
は
、
次
の

よ
う
な
イ
メ
ー
ジ
図
に
よ
っ
て
説
明
し
た
い
。

　

イ
メ
ー
ジ
図
の
よ
う
に
、
根
底
に
日
本
文
化
の
根
幹
と
し

て
『
古
事
記
』
が
あ
り
、
近
世
国
学
の
学
問
を
継
承
す
る
本

日本文化の新たなる創造と発展

近世国学を継承する國學院大學の『古事記』研究の蓄積
日本文化の根幹としての『古事記』

➡
➡

伝統文化継承の担い手育成 豊かな教養と人間性を持ち
社会の発展に寄与できる人材の創出 国際的な研究交流と発信

教育 発信

➡

21 世紀の
『古事記伝』編纂

研究

『古事記』入門書
『こども古事記』の編纂

『古事記』総合
データーベースの作成

外部機関と
連携した
イベント

学外博物館
との連携

〈  文化の継承と創造としての『古事記』の研究  〉

『古事記』
講義の開講

保育士・
教員等の養成

幼児・児童
向け神話教育
の実践

日本文化の
再発見

国際
シンポジウム
の開催

英訳
『古事記』

HPの
多言語化

コンテンツ
ビジネスの提案

「古事記学」の推進
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学
の
学
問
的
蓄
積
を
も
っ
て
、
二
十
一
世
紀
の
『
古
事
記
伝
』
と
な
る
註
釈
書
を
編
纂
し
、
そ
れ
を
教
育
に
還
元
す
る
と
と
も
に
、
研
究

を
国
際
的
に
発
信
す
る
。
文
化
の
継
承
と
創
造
と
し
て
の
『
古
事
記
』
研
究
と
し
て
、
人
材
の
輩
出
や
国
際
的
な
発
信
を
行
い
、
加
え
て
、

こ
の
事
業
が
日
本
文
化
の
新
た
な
る
創
造
と
発
展
と
な
る
べ
き
礎
と
な
る
、そ
う
い
っ
た
大
き
な
構
想
の
も
と
事
業
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

奈
良
時
代
に
編
纂
さ
れ
た
『
古
事
記
』
を
中
心
と
し
な
が
ら
、
そ
れ
だ
け
を
研
究
す
る
の
で
は
な
く
、
そ
の
周
辺
学
問
や
『
古
事
記
』
に

立
脚
し
た
学
問
を
研
究
し
て
い
く
の
が
本
事
業
の
中
心
に
あ
る
。
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な
ぜ
、『
古
事
記
』
を
研
究
す
る
こ
と
が
國
學
院
の
ブ
ラ
ン
ド
に
つ
な
が
る
の
か
に
つ
い
て
は
、
近
世
国
学
ま
で
遡
っ
て
説
明
す
る
必

要
が
あ
る
。
國
學
院
に
は
近
世
国
学
以
来
継
承
さ
れ
て
き
た
、
古
典
研
究
の
学
問
蓄
積
が
あ
る
。
国
学
と
い
う
学
問
概
念
に
つ
い
て
は
諸

説
あ
り
、
辞
書
や
研
究
者
に
よ
っ
て
も
説
が
異
な
る
。
私
の
考
え
る
国
学
と
は
、
日
本
の
古
典
籍
や
古
器
・
古
物
等
を
学
問
対
象
に
、
文

化
的
諸
事
象
・
事
物
の
成
り
立
ち
を
実
証
的
に
考
究
し
て
、
神
道
・
伝
統
文
化
に
基
づ
く
心
を
究
明
す
る
総
合
的
な
日
本
文
化
学
で
あ
る

と
い
え
る
。
日
本
の
伝
統
文
化
研
究
の
学
問
的
営
為
そ
の
も
の
を
指
し
て
国
学
と
い
え
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
こ
の
よ
う
に
考
え
る
と
、

日
本
の
国
柄
や
民
族
意
識
を
考
究
す
る 

〈
日
本
の
心
を
み
つ
め
る
学
問
〉  

と
し
て
考
え
た
い
。

　

江
戸
時
代
に
国
学
を
担
っ
て
い
た
研
究
者
を
国
学
者
と
称
す
る
が
、
代
表
的
な
四
名
と
し
て
は
、
荷
田
春
満
、
賀
茂
真
淵
、
本
居
宣
長
、 

平
田
篤
胤
が
い
る
。
こ
の
四
名
は
「
国
学
の
四
大
人
」
と
い
わ
れ
る
。
な
か
で
も
本
居
宣
長
は
国
学
の
大
成
者
と
し
て
有
名
で
あ
る
。 

『
古
事
記
』
が
盛
ん
に
研
究
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
も
、
宣
長
の
活
躍
に
よ
る
。『
古
事
記
』
は
和
銅
五
年
（
七
一
二
）
に
で
き
た
と
さ
れ

る
が
、
そ
の
研
究
史
を
眺
め
る
と
、
奈
良
時
代
以
降
に
連
綿
と
し
て
研
究
が
さ
れ
て
き
た
と
は
言
い
が
た
く
、
近
世
に
な
っ
て
よ
う
や
く 
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研
究
が
盛
ん
に
な
っ
た
と
い
え
る
。
中
世
に
も
研
究
は
あ
る
が
、
そ

の
量
は
わ
ず
か
で
あ
り
、
近
世
ま
で
は
『
古
事
記
』
よ
り
も
『
日
本

書
紀
』
が
中
心
的
に
研
究
さ
れ
て
い
た
。

　

近
世
に
な
る
と
出
版
文
化
の
隆
盛
に
よ
り
、
多
く
の
人
が
『
古
事

記
』
を
読
む
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
、
本
文
を
読
み
、
校
訂
や

註
釈
を
施
す
な
ど
の
研
究
が
広
が
っ
た
。
現
代
の
我
々
も
そ
う
で
あ

る
が
、
学
説
は
師
か
ら
弟
子
へ
継
承
さ
れ
展
開
し
て
い
く
。
国
学
者

の
研
究
と
し
て
、
荷
田
春
満
の
事
例
を
み
て
み
よ
う
。

　

本
学
図
書
館
に
は
学
術
資
産
と
し
て
、
荷
田
春
満
訓
点
書
き
入

れ
本
の
『
古
事
記
』
が
所
蔵
さ
れ
る
。
こ
れ
は
春
満
自
身
が
書
き

入
れ
を
し
た
も
の
で
は
な
く
、
春
満
の
学
説
を
弟
子
が
書
き
入
れ

た
も
の
で
あ
る
。
書
き
入
れ
は
『
古
事
記
』
の
寛
永
版
本
（
寛
永

二
十
一
年
〈
一
六
四
四
〉
刊
）
に
行
わ
れ
て
い
る
。
書
き
入
れ
を

み
る
と
、
版
本
に
あ
る
『
古
事
記
』
の
文
字
遣
い
を
正
し
た
り
、

語
彙
に
簡
単
な
註
釈
を
施
し
て
い
る
。

　

こ
の
本
学
所
蔵
の
荷
田
春
満
書
き
入
れ
本
は
、
本
学
の
一
二
〇

周
年
行
事
の
一
環
と
し
て
刊
行
さ
れ
た）

1
（

『
新
編
荷
田
春
満
全
集
』

の
第
一
巻
に
収
載
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
『
新
編
全
集
』
刊
行
に
伴

ᔸႎயᜡཟంȠоɟట
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う
本
学
の
調
査
に
よ
っ
て
、
春
満
の
学
説
を
書
き
入
れ
た
版
本
は
、
複
数
存
在
す
る
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
て
い
る）

2
（

。
本
学
の
周
年
事
業

と
し
て
荷
田
春
満
を
取
り
上
げ
た
の
は
、
四
大
人
の
一
人
目
で
あ
り
、
国
学
の
鼻
祖
・
始
祖
と
も
称
さ
れ
る
春
満
が
、
四
大
人
の
な
か
で
、

唯
一
、
十
全
な
全
集
が
刊
行
さ
れ
て
お
ら
ず
、
本
学
の
学
問
形
成
を
考
え
る
上
で
も
重
要
な
事
業
で
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

　
『
古
事
記
』
版
本
へ
の
書
き
入
れ
と
し
て
は
、
春
満
の
弟
子
で
あ
る
真
淵
も
自
説
を
書
き
入
れ
て
い
る
本
が
あ
り）

3
（

、
ま
た
真
淵
の
弟
子

で
あ
る
宣
長
も
自
身
の
研
究
成
果
を
版
本
に
書
き
入
れ
て
い
る）

4
（

。
こ
の
よ
う
に
国
学
者
の
学
説
は
、
口
承
の
ほ
か
に
版
本
（
テ
キ
ス
ト
）

へ
の
書
き
入
れ
な
ど
に
よ
っ
て
、
次
世
代
へ
と
継
承
さ
れ
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
春
満
や
真
淵
の
時
代
は
、
ま
だ
『
日
本
書
紀
』

を
中
心
と
す
る
時
代
で
あ
り
、『
古
事
記
』
が
第
一
の
古
典
と
な
る
た
め
に
は
宣
長
の
登
場
ま
で
俟
た
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

ǽ
ǽ
˧
ᶫ
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宝
暦
十
三
年
（
一
七
六
三
）
五
月
、
宣
長
は
松
阪
で
師
と
な
る
賀
茂
真
淵
に
謁
見
し
、
そ
の
際
に
『
古
事
記
』
を
研
究
す
る
こ
と
を
勧

め
ら
れ
、『
古
事
記
』
研
究
に
着
手
す
る
こ
と
と
な
る
。
有
名
な
松
阪
の
一
夜
の
出
来
事
で
あ
る
。
真
淵
も
『
古
事
記
』
の
重
要
性
に
つ

い
て
は
、
そ
の
著
書
『
延
喜
式
祝
詞
解
』
の
な
か
で）

5
（

、

　
　

 

一
古
史
ヲ
引
ニ
古
事
記
ヲ
先
ト
シ
日
本
紀
ヲ
次
ト
ス
。（
中
略
）
古
事
記
ハ
上
古
質
直
ノ
国
史
也
。
且
国
語
ヲ
専
ト
シ
タ
レ
ハ
上
古

ノ
風
ヲ
見
、
古
語
ヲ
知
、
古
文
ヲ
察
ス
ル
ニ
及
モ
ノ
無
レ
ハ
也
。

と
述
べ
て
い
る
。
宣
長
が
真
淵
と
謁
見
し
た
の
は
こ
の
一
回
限
り
で
あ
っ
た
が
、そ
の
の
ち
も
書
翰
な
ど
を
通
し
て
教
え
を
受
け
て
い
る
。

そ
し
て
、
宣
長
は
『
古
事
記
』
の
註
釈
活
動
に
本
格
的
に
取
り
組
む
こ
と
と
な
り
『
古
事
記
伝
』
を
上
梓
す
る
の
で
あ
っ
た
。
本
学
の
ブ

ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
事
業
が
二
十
一
世
紀
の
『
古
事
記
伝
』
を
編
纂
し
よ
う
と
い
う
の
も
、こ
こ
に
起
因
し
て
い
る
。
宣
長
は
僅
か
三
巻
の
『
古
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事
記
』
を
三
十
五
年
の
月
日
を
費
や
し
て
研
究
し
、
全
四
十
四
冊
の
注
釈
書
を
執
筆
し
た
。
こ
れ
は
刊
行
さ
れ
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
門
人

だ
け
で
は
な
く
広
く
流
布
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。『
古
事
記
伝
』
完
成
後
、
宣
長
は
『
う
ひ
山
ぶ
み
』
と
い
う
初
学
者
む
け
の
随
筆
を
著

し
て
い
る
。
そ
の
な
か
で
、
宣
長
は
次
の
よ
う
に
述
べ
る）

6
（

。

　
　

 

道
を
し
ら
ん
た
め
に
は
、
殊
に
古
事
記
を
先
と
す
べ
し
。
ま
づ
神
典
は
、
舊
事
紀
古
事
記
日
本
紀
を
、
昔
よ
り
、
三
部
の
本
書
と
い

ひ
て
、
其
中
に
世
の
學
者
學
ぶ
と
こ
ろ
、
日
本
紀
を
む
ね
と
し
、
次
に
舊
事
紀
は
、
聖
徳
太
子
の
御
撰
と
し
て
、
こ
れ
を
用
ひ
て
、

古
事
記
を
ば
、
さ
の
み
た
ふ
と
ま
ず
、
深
く
心
を
用
る
人
も
な
か
り
し
也
、
然
る
に
近
き
世
に
至
り
て
や
う
࠭

、
舊
事
紀
は
眞
の

書
に
あ
ら
ず
、
後
の
人
の
撰
び
成
せ
る
物
な
る
こ
と
を
し
り
そ
め
て
、
今
は
を
さ
࠭

こ
れ
を
用
る
人
は
な
き
や
う
に
な
り
て
、
古

事
記
の
た
ふ
と
き
こ
と
を
し
れ
る
人
多
く
な
れ
る
、
こ
れ
全
く
吾
師ノ

大
人
の
教ヘ

に
よ
り
て
、
學
問
の
道
大
に
ひ
ら
け
た
る
が
故
也
、

ま
こ
と
に
古
事
記
は
、
漢
文
の
か
ざ
り
を
ま
じ
へ
た
る
こ
と
な
ど
な
く
、
た
ゞ
古ヘ

よ
り
の
傳
説
の
ま
ゝ
に
て
、
記
し
ざ
ま
い
と
࠭


め
で
た
く
、
上
代
の
有
さ
ま
を
し
る
に
、
こ
れ
に
し
く
物
な
く
、
そ
の
う
へ
神
代
の
事
も
、
書
紀
よ
り
は
、
つ
ぶ
さ
に
多
く
し
る
さ

れ
た
れ
ば
、
道
を
し
る
第
一
の
古
典
に
し
て
、
古
學
の
と
も
が
ら
の
、
尤
尊
み
學
ぶ
べ
き
は
此
書
也
。
然
る
ゆ
ゑ
に
、
己レ

壯
年
よ
り

數
十
年
の
間
、
心
力
を
つ
く
し
て
、
此
記
の
傳
四
十
四
巻
を
あ
ら
は
し
て
、
い
に
し
へ
學ビ

の
し
る
べ
と
せ
り
、

　

宣
長
以
前
は
中
世
以
来
の
考
え
方
と
し
て
『
古
事
記
』『
日
本
書
紀
』『
先
代
旧
事
本
紀
』
を
「
三
部
の
本
書
」
と
し
て
重
要
視
し
て
い

た
。
し
か
し
、『
日
本
書
紀
』
に
比
べ
る
と
『
古
事
記
』
は
あ
ま
り
重
ん
じ
ら
れ
て
は
来
な
か
っ
た
。
し
か
し
、『
う
ひ
山
ぶ
み
』
で
述
べ

ら
れ
る
よ
う
に
、
宣
長
の
研
究
に
よ
っ
て
『
古
事
記
』
が
第
一
の
古
典
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

　

宣
長
の『
古
事
記
伝
』の
影
響
は
大
き
く
、『
古
事
記
』
を
読
ん
で『
古
事
記
』
を
学
ぶ
と
い
う
よ
り
も
、『
古
事
記
伝
』
を
読
ん
で『
古
事
記
』

を
学
ぶ
と
い
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
状
況
に
な
っ
た
。『
古
事
記
伝
』
は
、寛
政
九
年
（
一
七
九
七
）
に
巻
十
七
（
上
巻
分
）
ま
で
公
刊
さ
れ
、

文
政
五
年
（
一
八
二
二
）
に
巻
十
八
以
下
（
中
下
巻
分
）
が
公
刊
さ
れ
た
。『
古
事
記
伝
』
は
宣
長
校
訂
の
本
文
・
註
釈
に
て
構
成
さ
れ
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て
い
る
。
し
か
し
、冊
数
と
し
て
は
大
部
で
あ
り
、そ
こ
で
門
人
の
長
瀬
真
幸
な
ど
は
、『
古
事
記
伝
』
に
基
づ
い
た
宣
長
校
訂
に
よ
る
『
古

事
記
』
を
出
版
し
た
い
と
申
し
出
た
。
そ
し
て
、
刊
行
さ
れ
た
の
が
『
訂
正
古
訓
古
事
記
』
で
あ
る
。『
訂
正
古
訓
古
事
記
』
に
付
さ
れ

て
い
る
宣
長
の
跋
文
に
よ
る
と
、
既
刊
の
寛
永
版
本
や
『
鼇
頭
古
事
記
』
を
批
判
し
、
自
身
の
知
見
に
よ
る
本
文
を
作
成
し
た
旨
が
記
さ

れ
て
い
る
。『
訂
正
古
訓
古
事
記
』 

享
和
三
年
（
一
八
〇
三
）
十
月
に
公
刊
さ
れ
る
が
、
こ
れ
は
宣
長
没
後
二
年
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
そ

の
た
め
、
上
巻
の
校
訂
に
は
宣
長
説
が
反
映
さ
れ
る
が
、
中
下
巻
は
宣
長
没
後
の
作
業
と
な
っ
た
。
そ
の
た
め
、
刊
行
を
急
ぐ
あ
ま
り
中

下
巻
は
必
ず
し
も
『
古
事
記
伝
』
が
反
映
さ
れ
て
お
ら
ず
、
む
し
ろ
先
行
す
る
『
鼇
頭
古
事
記
』
に
近
い
も
の
と
な
っ
て
い
る
。

　

宣
長
は
、『
古
事
記
伝
』
を
著
す
に
あ
た
り
、
校
訂
本
文
作
成
の
た
め
に
版
本
の
他
、
村
井
古
巌）

7
（

本
と
真
福
寺
本
の
転
写
本
、
そ
の
他

一
、二
本
を
見
て
い
る
。
こ
の
な
か
に
、
現
存
最
古
の
完
本
で
あ
る
真
福
寺
本
が
含
ま
れ
る）

8
（

が
、
宣
長
が
見
て
い
た
の
は
転
写
本
で
あ
り
、

現
物
で
は
な
か
っ
た
。
現
代
で
は
真
福
寺
本
に
対
校
す
る
諸
本
と
し
て
卜
部
家
の
兼
永
本
な
ど
が
あ
る
が
、
宣
長
は
卜
部
系
諸
本
は
実
見

టࠊᩋȊඩաᜡա̜ᜤȋ

ర˨ड़ᬲȊա̜ᜤൈᜲȋ
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上
哲
次
郎
ま
で
も
が
参
加
し
て
い
た）

19
（

。

　

ま
た
、
拡
張
委
員
会
で
は
、
第
一
期
拡
張
事
業
と
し
て
道
義
学
科
の
設
置
、
典
故
文
献
の
講
究
、
研
究
科
改
良
拡
張
な
ど
が
、
第
二
期

拡
張
事
業
と
し
て
は
国
法
科
の
設
置
が
決
定
し
た
。
第
一
義
に
掲
げ
ら
れ
た
道
義
学
科
は
「
本
大
学
設
立
の
主
旨
と
す
る
国
体
・
国
礼
の

講
明
、
国
民
道
徳
を
研
修
す
る
場
で
あ
り
、
殊
に
堅
実
な
る
思
想
家
を
養
成
す
る
施
設
」
と
し
て
の
設
置
が
決
定
さ
れ）
20
（

、
大
学
令
大
学
認

可
に
臨
ん
で
同
八
年
七
月
十
一
日
に
学
則
を
変
更
し
、
大
学
部
を
道
義
・
国
史
・
国
文
の
三
学
科
と
し
て
、
こ
こ
に
道
義
学
科
が
誕
生
す

る
こ
と
に
な
っ
た）
21
（

。

　

こ
の
よ
う
に
、
臨
時
教
育
会
議
に
代
表
さ
れ
る
政
策
的
議
論
や
国
民
道
徳
論
の
展
開
は
、「
国
体
ノ
本
義
ヲ
明
カ
ニ
シ
、
道
義
ノ
精
神

ヲ
徹
底
」
す
る
こ
と
を
掲
げ
た
皇
典
講
究
所
・
國
學
院
大
學
の
拡
張
事
業
と
内
容
的
に
も
人
的
に
も
交
錯
し
て
お
り
、
こ
の
こ
と
が
道
義

学
科
の
設
置
に
つ
な
が
っ
た
点
を
指
摘
す
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
さ
ら
に
注
目
す
べ
き
は
、
第
二
次
拡
張
事
業
に
お
い
て
国
法
科
の
設
置

が
計
画
さ
れ
て
い
た
こ
と
で
あ
り
、
こ
の
こ
と
は
、
道
義
学
科
設
置
を
も
っ
て
、
國
學
院
大
學
に
お
け
る
国
体
の
講
明
が
同
学
科
の
み
に

任
せ
ら
れ
た
の
で
は
な
く
、
あ
く
ま
で
も
役
割
の
一
つ
を
有
す
る
も
の
で
あ
る
と
す
る
、
い
わ
ば
「
國
學
院
設
立
趣
意
書
」
に
示
さ
れ
た

「
国
史
・
国
文
・
国
法
」
に
「
道
義
」
が
新
た
に
追
加
さ
れ
た
と
捉
え
る
こ
と
が
正
確
で
あ
る
と
理
解
さ
れ
よ
う
。
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設
置
当
初
の
道
義
学
科
の
カ
リ
ュ
キ
ラ
ム
は
、
第
一
学
年
に
お
い
て
道
義
（
国
民
道
徳
、
神
道
倫
理
学
）、
国
史
（
国
史
、
神
祇
史
、

古
典
）、
国
語
・
国
文
（
講
読
、
作
文
）、
漢
文
（
講
読
）、
教
育
・
哲
学
（
哲
学
概
論
）、
法
制
・
経
済
（
憲
法
、
皇
室
典
範
）、
英
語 

（
講
読
）、
礼
典
（
礼
法
）、
第
二
学
年
に
お
い
て
は
、
道
義
（
国
民
道
徳
史
、
神
道
史
、
西
洋
倫
理
学
史
）、
国
史
（
国
史
、
有
職
故
実
、 

し
て
お
ら
ず
、
諸
本
校
合
の
観
点
か
ら
い
え
ば
、
点
数
は
そ
れ
ほ
ど
多
い
と
は
い
え
な
い
。
し
か
し
、
宣
長
が
著
し
た
『
古
事
記
伝
』
と

『
訂
正
古
訓
古
事
記
』
の
影
響
は
大
き
く
、
こ
の
二
つ
は
明
治
期
に
な
っ
て
も
刊
行
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
需
要
の
高
さ
か
ら
も
『
古
事
記
』

研
究
に
お
け
る
宣
長
の
存
在
の
大
き
さ
が
物
語
ら
れ
て
い
る
。
た
と
え
ば
、
明
治
期
に
入
っ
て
最
初
の
註
釈
で
あ
る
村
上
忠
順）

9
（

の
『
古
事

記
標
註
』（
明
治
七
年
〈
一
八
七
四
〉
刊
）
も
宣
長
影
響
下
に
あ
る
と
言
っ
て
良
い
。『
古
事
記
標
註
』
の
本
文
は
、『
訂
正
古
訓
古
事
記
』

そ
の
も
の
で
あ
る
こ
と
は
一
目
瞭
然
で
あ
り
、
忠
順
は
そ
れ
に
注
釈
を
加
え
刊
行
し
た
の
で
あ
る
。
近
代
に
な
っ
て
も
、
刊
行
さ
れ
る
テ

キ
ス
ト
の
多
く
は
『
訂
正
古
訓
古
事
記
』
を
底
本
と
す
る
も
の
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
っ
た
。
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こ
う
い
っ
た
国
学
の
伝
統
を
受
け
継
ぐ
國
學
院
は
明
治
十
五
年
に
設
立
し
た
皇
典
講
究
所
を
母
胎
と
し
て
い
る
。
皇
典
講
究
所
で
は
、

神
道
と
国
学
、
い
わ
ば
神
職
養
成
と
古
典
研
究
の
学
校
で
あ
る
。
皇
典
講
究
所
・
國
學
院
の
教
壇
に
は
、
国
学
四
大
人
の
学
統
に
連
な
る

国
学
者
た
ち
が
立
っ
て
き
た
。
そ
し
て
、
そ
の
学
統
は
近
代
人
文
学
の
礎
を
築
い
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
本
学
の
学
問
は
人

物
的
に
見
て
も
、
国
学
の
延
長
線
上
に
あ
る
の
で
あ
る
。

　

皇
典
講
究
所
は
神
職
養
成
の
機
関
で
あ
っ
た
わ
け
だ
が
、
そ
の
た
め
の
教
科
書
と
し
て
皇
典
講
究
所
か
ら
刊
行
さ
れ
た
も
の
の
な
か
に

『
古
事
記
講
義
』（
明
治
二
十
四
年
〈
一
八
九
一
〉
刊
）
な
ど）
10
（

も
あ
っ
た
。
ま
た
、
伊
勢
神
宮
大
宮
司
や
神
道
事
務
局
副
管
長
な
ど
を
歴
任

し
、
本
学
と
も
ゆ
か
り
の
あ
る
田
中
頼
庸
が
著
し
た
『
校
訂
古
事
記
』（
明
治
二
十
年
〈
一
八
八
七
〉
刊
）
な
ど
は
、
本
文
校
訂
に
力
を

入
れ
て
お
り
、宣
長
が
見
た
諸
本
の
数
を
大
き
く
上
回
る
諸
本
を
校
訂
に
加
え
て
い
る
。
そ
れ
ば
か
り
で
は
な
く
、『
古
事
記
』
以
外
の
『
日

本
書
紀
』や「
風
土
記
」と
い
っ
た
文
献
と
も
広
く
校
合
し
、註
の
根
拠
と
し
て
い
る
。
こ
の
頼
庸
の
校
訂
作
業
に
携
わ
っ
た
人
物
と
し
て
、
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皇
典
講
究
所
創
立
に
関
わ
っ
た
飯
田
武
郷
や
井
上
頼
囶
が
知
ら
れ
て
い
る
。
武
郷
は
皇
典
講
究
所
講
師
で
あ
り
、『
日
本
書
紀
』
の
註
釈

で
あ
る
『
日
本
書
紀
通
釈
』（
明
治
三
十
五
年
〈
一
九
〇
二
〉〜
明
治
三
十
六
年
〈
一
九
〇
三
〉
刊
）
の
作
者
と
し
て
も
知
ら
れ
る
。
頼
囶

は
『
古
事
記
考
』（
明
治
四
十
二
年
〈
一
九
〇
九
〉
刊
、明
治
書
院
）
と
い
う
註
釈
を
作
っ
て
い
る
。
ま
た
、皇
典
講
究
所
で
は
本
居
豊
穎
・

井
上
頼
囶
・
上
田
萬
年
ら
が
中
心
と
し
て
校
訂
作
業
を
行
っ
た
皇
典
講
究
所
蔵
版
『
校
定
古
事
記
』（
明
治
四
十
五
年
〈
一
九
一
二
〉
刊
）

が
あ
る
。
こ
れ
は
明
治
四
十
四
年
三
月
に
靖
国
神
社
に
お
い
て
挙
行
さ
れ
た
「『
古
事
記
』
撰
上
千
二
百
年
記
念
祭
」
に
際
し
て
出
版
さ

れ
た
校
本
で
あ
る
。
校
定
本
・
皇
典
講
究
所
本
・
皇
典
講
究
所
校
定
本
と
も
称
さ
れ
る
。
こ
の
ほ
か
に
も
、『
古
事
記
』
の
明
治
期
以
降

に
刊
行
さ
れ
た
テ
キ
ス
ト
を
見
て
み
る
と
、
多
く
が
国
学
者
や
本
学
と
ゆ
か
り
の
あ
る
人
物
の
手
に
よ
る
も
の
が
占
め
、
テ
キ
ス
ト
の
他

に
研
究
論
文
な
ど
を
加
え
る
と
、
そ
の
数
は
更
に
多
い
の
で
あ
る
。
こ
う
い
っ
た
こ
と
か
ら
も
、
本
学
で
『
古
事
記
』
研
究
は
継
承
・
発

展
し
て
き
た
と
い
え
る
の
で
あ
る
。

　

加
え
て
、
近
代
の
『
古
事
記
』
研
究
に
あ
っ
て
、
本
学
の
歴
史
と
し
て
も
注
目
す
べ
き
人
物
が
い
る
。
そ
れ
は
國
學
院
の
一
期
生
で
あ
り
、

の
ち
に
本
学
教
授
と
な
っ
た
三
矢
重
松）
11
（

で
あ
る
。
三
矢
は
折
口
信
夫
の
師
と
し
て
も
知
ら
れ
る
人
物
で
あ
る
が
、
三
矢
も
『
古
事
記
』
の

研
究
を
行
っ
て
い
た
。
三
谷
は
大
正
十
二
年
に
学
位
請
求
論
文
『
古
事
記
に
於
け
る
特
殊
な
る
訓
法
の
研
究
』
を
提
出
し
、
本
学
の
博
士

号
第
一
号
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
研
究
は
、
現
在
も
顧
み
ら
れ
る
こ
と
が
多
く
、
国
語
学
的
観
点
や
用
字
法
か
ら
『
古
事
記
』
本
文

研
究
を
行
っ
て
い
る
。
も
う
一
人
、
注
目
す
べ
き
は
三
矢
の
次
の
世
代
の
研
究
者
で
あ
る
武
田
祐
吉）
12
（

で
あ
る
。
武
田
は
、
折
口
信
夫
の
盟

友
と
し
て
も
知
ら
れ
る
。
武
田
は
、
そ
れ
ま
で
宣
長
の
テ
キ
ス
ト
が
優
勢
で
あ
っ
た
な
か
で
、『
訂
正
古
訓
古
事
記
』
を
用
い
ず
、
真
福

寺
本
を
底
本
と
し
て
『
古
事
記
』
を
読
む
べ
き
だ
と
指
摘
し
て
い
る
。
そ
の
武
田
が
作
っ
た
『
古
事
記
』
の
テ
キ
ス
ト
と
し
て
は
、
角
川

文
庫
か
ら
出
版
さ
れ
た
も
の
が
知
ら
れ
て
い
る
。
角
川
文
庫
は
版
を
重
ね
、
武
田
の
弟
子
で
、
現
在
は
本
学
名
誉
教
授
で
あ
る
中
村
啓
信

が
解
説
に
加
わ
る
こ
と
で
改
訂
さ
れ
、
現
在
は
、
中
村
啓
信
解
説
の
『
新
版
古
事
記
』
と
し
て
刊
行
さ
れ
続
け
て
い
る
。
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こ
の
よ
う
に
見
て
く
る
と
、
国
学
か
ら
の
学
問
が
國
學
院
に
は
流
れ
て
お
り
、
宣
長
を
始
め
数
多
く
の
研
究
者
が
行
っ
て
き
た
『
古
事
記
』

研
究
を
継
承
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
ろ
う
。『
古
事
記
』
序
文
に
よ
る
と
、『
古
事
記
』
は
太
安
万
侶
に
よ
っ
て
稗
田
阿
礼
が
誦
習
し
た
歴

史
を
文
字
化
し
た
も
の
で
あ
る
。
そ
の
た
め
『
古
事
記
』
研
究
と
は
、
文
字
化
さ
れ
た
資
料
か
ら
稗
田
阿
礼
の
誦
習
ま
で
遡
ろ
う
と
す
る

行
為
と
も
い
え
る
。
そ
の
端
的
な
例
が
、『
古
事
記
』
の
訓
読
文
の
作
成
で
あ
る
。
宣
長
も
『
古
事
記
』
を
訓
読
す
る
に
あ
た
り
敬
語
を 

補
読
し
た
り
古
語
を
尊
重
し
た
り
す
る
な
ど
、
研
究
に
基
づ
く
訓
読
方
法
を
提
唱
し
て
い
る
。
宣
長
は
『
古
事
記
』
の
な
か
に
古
学
を
求

め
研
究
を
進
め
た
。
こ
れ
に
よ
っ
て
『
古
事
記
』
の
古
典
と
し
て
の
地
位
が
確
立
し
、「
神
典
」
の
よ
う
な
存
在
へ
と
昇
華
さ
れ
て
い
っ

た
と
い
え
る
。
そ
う
し
て
、『
古
事
記
』
は
『
日
本
書
紀
』
と
位
置
関
係
が
交
替
し
、
第
一
の
古
典
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
る
こ
と
と
な
っ

た
の
で
あ
る
。

　
『
古
事
記
』
の
訓
読
に
対
す
る
努
力
は
、
今
も
昔
も
か
わ
ら
な
い
。
例
え
ば
、『
古
事
記
』
上
巻
冒
頭
部
の
「
天
地
初
発
之
時
」
に
も
、

い
く
つ
か
の
訓
み
が
提
示
さ
れ
て）
13
（

お
り
、
い
ま
現
在
、
正
解
が
導
き
出
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
古
写
本
に
よ
る
と
『
古
事
記
』
冒
頭

部
は
、「
ア
メ
ツ
チ
ハ
ジ
メ
テ
ヒ
ラ
ク
ル
」
と
訓
ま
れ
て
い
る
が
、
宣
長
は
、「
ア
メ
ツ
チ
ハ
ジ
メ
ノ
ト
キ
」
と
訓
読
し
た
。
宣
長
訓
は
、

そ
の
後
の
訓
読
文
の
指
針
と
な
り
、
多
く
が
こ
れ
に
従
っ
て
い
る
。
だ
が
、
国
学
を
継
承
す
る
本
学
の
研
究
者
た
ち
も
、
宣
長
同
様
に 

『
古
事
記
』
の
訓
読
研
究
を
行
っ
て
い
る
。
同
様
の
箇
所
を
、
三
矢
重
松
は
、
宣
長
訓
に
賛
同
し
つ
つ
も
「
之
テ
ン
チ
シ
ヨ
ホ
ツ
と
音
讀
し
て
、

意
義
は
通
ず
べ
し
。
さ
て
は
惡
し
か
る
べ
き
か）
14
（

。」
と
述
べ
、
音
読
の
可
能
性
を
提
示
し
て
い
る
。
三
矢
の
薫
陶
を
受
け
た
折
口
信
夫
は 

『
古
事
記
』
の
訓
読
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る）
15
（

。

　
　

 

古
事
記
な
ん
か
御
覧
に
な
り
ま
し
て
も
、
漢
字
の
表
現
、
漢
文
表
現
と
、
日
本
の
国
語
の
表
現
法
と
が
、
ど
こ
ま
で
調
和
さ
せ
て
い
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け
る
か
と
言
ふ
工
夫
な
の
で
せ
う
。
で
す
か
ら
、
そ
れ
を
全
部
、
日
本
語
で
読
ん
で
し
ま
ふ
の
も
考
へ
も
の
で
す
。
さ
う
し
て
、
自

然
ど
う
し
て
も
読
め
な
い
処
も
出
て
来
る
だ
ら
う
と
思
ひ
ま
す
。
本
居
宣
長
先
生
は
、
勝
れ
た
人
で
す
か
ら
、
そ
れ
を
ど
う
な
り
か

う
な
り
読
ん
で
参
り
ま
し
た
が
、
万
葉
集
な
ん
か
形
式
の
上
か
ら
み
ま
す
と
、
や
は
り
こ
れ
は
漢
文
の
形
式
の
上
に
、
ど
れ
だ
け
国

語
が
盛
れ
る
か
と
言
ふ
事
を
や
つ
て
ゐ
る
の
で
す
。

　

折
口
は
、『
古
事
記
』
を
す
べ
て
日
本
語
と
し
て
訓
ま
ず
、
漢
文
体
の
『
古
事
記
』
の
文
体
を
尊
重
し
て
い
る
。
ま
た
、『
古
事
記
』
冒
頭

部
の
訓
読
に
つ
い
て
、中
村
啓
信
は
「
ア
メ
ツ
チ
ハ
ジ
メ
テ
ヒ
ラ
ク
ル
ト
キ
ニ
と
認
定
し
た
い）
16
（

。」
と
述
べ
、宣
長
以
前
の
訓
読
を
尊
重
す
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、
国
学
か
ら
の
流
れ
を
く
む
國
學
院
の
学
問
に
あ
っ
て
も
、
全
員
が
一
致
し
た
見
解
で
は
な
く
、
そ
れ
ぞ
れ
の
研
究
者
の

立
場
か
ら
論
じ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
ろ
う
。
近
年
の
本
学
に
あ
っ
て
は
、
古
事
記
学
事
業
の
成
果
刊
行
物
と
し
て
『
古
事
記
學
』
を
刊
行

し
て
い
る
。
は
じ
め
に
述
べ
た
よ
う
に
、
本
学
が
取
り
組
む
二
十
一
世
紀
の
『
古
事
記
伝
』
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
。
そ

の
な
か
で
、
谷
口
雅
博
に
よ
る
訓
読
で
は
、「
ハ
ジ
メ
テ
オ
コ
リ
シ
ト
キ
ニ
」
と
訓
ん
で
い
る）
17
（

。

　

こ
の
よ
う
に
、
上
代
文
献
で
あ
る
『
古
事
記
』
の
訓
読
は
、
近
世
に
研
究
が
盛
ん
に
な
る
も
、
い
ま
な
お
不
明
な
点
が
多
く
、
研
究
が

続
け
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
宣
長
に
よ
る
研
究
の
価
値
が
問
い
直
さ
れ
て
い
る
の
が
現
在
で
あ
る
。
宣
長
説
を
た
だ
盲
信
す
る
の
で
は

な
く
、『
古
事
記
』
を
読
み
直
す
こ
と
が
繰
り
返
し
行
わ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

ǽ
ǽ
ȝ
ɢ
ɝ
Ⱦ

　

國
學
院
大
學
が
『
古
事
記
』
研
究
を
行
う
理
由
に
つ
い
て
は
、
以
上
に
見
て
き
た
よ
う
に
本
学
の
歴
史
や
、『
古
事
記
』
研
究
史
か
ら

も
わ
か
ろ
う
。
ま
さ
に
本
学
に
お
け
る
『
古
事
記
』
研
究
と
は
、『
古
事
記
』
の
序
文
に
あ
る
、
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歩あ
ゆ

む
と
驟う

ぐ
つ

く
と
各

お
の
お
の

異こ
と

に
し
て
、
文か

ざ

れ
る
と
質す

な
ほ

な
る
と
同お

な

じ
く
あ
ら
ね
ど
も
、
古

い
に
し
へ

を
稽か

む
が

へ
て
風を

し
へ猷

を
既す

で

に
頽お

と
ろ

へ
た
る
に
縄た

だ

し

た
ま
ひ
、
今
を
照て

ら

し
て
典の

り教
を
絶た

え
む
と
欲す

る
に
補お

き
ぬ

ひ
た
ま
は
ず
と
い
ふ
こ
と
莫な

し
。

に
顕
れ
る
、「
稽
古
照
今
」
の
考
え
に
通
じ
る
。
古
典
研
究
は
現
在
を
考
え
る
こ
と
に
繋
が
る
の
で
あ
る
。
我
々
は
古
典
研
究
を
通
じ
て
、

古
典
の
英
知
を
現
代
の
生
活
に
還
元
し
、
日
本
人
と
し
て
ど
う
日
本
文
化
を
発
信
す
る
か
と
い
っ
た
こ
と
を
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の

で
あ
る
。

　

こ
の
「
稽
古
照
今
」
の
思
想
を
大
切
に
し
て
い
た
の
が
武
田
祐

吉
で
あ
る
。
本
学
が
取
り
組
む
「
古
事
記
学
」
と
い
う
用
語
も
、

造
語
で
は
な
く
武
田
祐
吉
が
用
い
て
い
る
も
の
で
あ
る
。
武
田
祐

吉
の
講
義
メ
モ
の
中
で
『
古
事
記
』
研
究
は
「
古
事
記
学
」
で
あ

る
と
す
る
箇
所
が
あ
る
。
こ
の
メ
モ
に
「
古
事
記
学
」
を
見
出
し

た
の
は
、
本
学
教
授
で
あ
っ
た
青
木
周
平
で
あ
る）
18
（

。
本
学
が
取
り

組
む
事
業
の
方
向
性
を
、
示
唆
す
る
メ
モ
の
よ
う
に
も
見
え
る
。

　

そ
し
て
ま
た
、
本
学
の
学
則
第
一
条
に
は
、

　
　

 

本
学
は
、
神
道
精
神
に
基
づ
き
人
格
を
陶
冶
し
、
諸
学
の
理

論
並
び
に
応
用
を
攻
究
教
授
し
、
有
用
な
人
材
を
育
成
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

と
あ
る
。
神
道
精
神
を
支
え
る
も
の
と
し
て
神
道
古
典
が
あ
り
、
宣
長
が
言
う
よ
う
に
道
を
知
る
た
め
の
第
一
の
古
典
は
『
古
事
記
』
で

あ
る
。

　

以
上
の
よ
う
に
、
本
学
の
『
古
事
記
』
研
究
に
つ
い
て
述
べ
て
き
た
が
、
本
学
が
取
り
組
む
研
究
に
は
、
国
学
か
ら
連
綿
と
し
た
学
問 ණႎᇑշផᏲʫʬ
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の
系
譜
が
あ
り
、
そ
の
学
問
を
支
え
る
学
術
資
産
や
資
料
を
本
学
は
有
し
て
い
る
。
本
機
構
は
、
そ
う
い
っ
た
背
景
に
基
づ
き
様
々
な
研

究
事
業
に
今
後
も
取
り
組
ん
で
い
く
。
そ
う
い
う
意
味
で
は
『
古
事
記
』
研
究
は
、
そ
の
可
能
性
の
ほ
ん
の
一
端
で
あ
る
と
言
っ
て
も
過

言
で
は
な
い
だ
ろ
う
。

　
　

ᜲ

　
（
1 

）『
新
編
荷
田
春
満
全
集
』
全
十
二
巻
（
新
編
荷
田
春
満
全
集
編
集
委
員
会
編
、
平
成
十
五
年
〜
二
十
二
年
、
お
う
ふ
う
）。

　
（
2 

）
本
学
の
東
丸
神
社
の
調
査
に
よ
っ
て
、
春
満
門
人
で
あ
る
大
西
親
盛
に
よ
る
書
入
本
も
確
認
さ
れ
て
い
る
。

　
（
3 

）
賀
茂
真
淵
書
入
本
は
多
和
文
庫
所
蔵
。

　
（
4 

）
本
居
宣
長
の
手
沢
本
は
本
居
宣
長
記
念
館
所
蔵
で
あ
り
、
寛
永
版
本
の
ほ
か
、『
訂
正
古
訓
古
事
記
』
刊
行
の
た
め
の
書
き
入
れ

が
さ
れ
た
『
鼇
頭
古
事
記
』
も
伝
わ
る
。

　
（
5 

）
引
用
は
『
賀
茂
真
淵
全
集
』
第
七
巻
（
昭
和
五
十
九
年
、
続
群
書
類
従
刊
行
会
）
に
拠
る
。

　
（
6 

）
引
用
は
『
本
居
宣
長
全
集
』
第
一
巻
（
昭
和
四
十
三
年
、
筑
摩
書
房
）
に
拠
る
。

　
（
7 

）
江
戸
中
期
の
国
学
者
で
京
都
の
書
籍
商
。
蔵
書
数
千
部
を
伊
勢
の
林
崎
文
庫
に
奉
納
し
た
。
天
明
三
年（
一
七
八
三
）に
、
宣
長
は 

校
合
を
行
っ
た
。

　
（
8 

）
宣
長
は
天
保
七
年
（
一
七
八
七
）
に
校
合
を
行
っ
て
い
る
。

　
（
9 

）
江
戸
後
期
―
明
治
期
の
国
学
者
。
本
居
内
遠
の
門
人
。
維
新
後
は
神
道
教
化
に
尽
く
し
た
。

　
（
10 

）
明
治
二
十
四
年
（
一
八
九
一
）
刊
。
皇
典
講
究
所
水
穂
会
。
本
居
豊
頴
閲
・
佐
伯
有
義
述
。
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本
書
は
、
神
官
資
格
試
験
の
た
め
の
教
科
書
で
あ
る
『
学
階
試
験
科
目
全
書
』
の
第
三
巻
に
あ
た
る
。『
古
事
記
上
巻
講
義
』

と
『
古
事
記
中
巻
下
巻
講
義
』（
明
治
二
十
五
年
）
の
二
分
冊
で
刊
行
さ
れ
た
。
こ
の
ほ
か
に
、『
日
本
紀
講
義
』『
職
原
抄
講
義
』 

『
古
語
拾
遺
講
義
』
な
ど
が
あ
る
。

　
（
11 

）
国
文
学
者
。
明
治
二
十
三
年（
一
八
九
〇
）九
月
國
學
院
に
第
一
期
生
と
し
て
卒
業
。
は
じ
め
文
部
省
官
房
図
書
課
に
入
っ
た
が
、

時
の
文
部
大
臣
を
批
判
し
て
自
ら
辞
職
し
、
教
育
者
の
道
に
入
る
。

　
（
12 

）
国
文
学
者
。
國
學
院
大
學
卒
業
後
、
神
奈
川
県
立
小
田
原
中
学
校
教
諭
と
な
る
も
依
願
退
職
し
、
東
京
帝
国
大
学
の
万
葉
集
校

訂
嘱
託
と
な
る
。
三
十
五
歳
の
と
き
に
國
學
院
大
學
講
師
、
後
に
國
學
院
大
學
教
授
と
な
り
、
國
學
院
の
学
問
に
貢
献
す
る
。

　
（
13 

）「
天
地
初
発
之
時
」
の
訓
み
に
つ
い
て
は
、
以
下
の
よ
う
な
も
の
が
提
示
さ
れ
て
い
る
。

　
　
　

①
ヒ
ラ
ク
型

　
　
　
　

ア
メ
ツ
チ
ハ
ジ
メ
テ
ヒ
ラ
ク
ル
（
ヒ
ラ
ケ
シ
）
ト
キ

　
　
　

②
ハ
ジ
メ
型

　
　
　
　

ア
メ
ツ
チ
（
ノ
）
ハ
ジ
メ
ノ
ト
キ

　
　
　

③
オ
コ
ル
系

　
　
　
　

ア
メ
ツ
チ
ハ
ジ
メ
テ
オ
コ
リ
シ
ト
キ

　
　
　

④
ア
ラ
ハ
ル
系

　
　
　
　

ア
メ
ツ
チ
ハ
ジ
メ
テ
ア
ラ
ハ
レ
シ
ト
キ

　
（
14 

）
三
矢
重
松
『
古
事
記
に
於
け
る
特
殊
な
る
訓
法
の
研
究
』（
大
正
十
四
年
、
文
学
社
）
に
拠
る
。

　
（
15 

）
折
口
信
夫
「
国
語
と
民
俗
学
」（
初
出
「
愛
知
県
教
育
会
・
民
間
伝
承
の
会
共
催
民
俗
学
講
習
会
講
演
筆
記
」、
昭
和
十
二
年 



34

三
月
）。
引
用
は
『
折
口
信
夫
全
集
』
第
十
九
巻
（
平
成
八
年
、
中
央
公
論
社
）
に
拠
る
。

　
（
16 

）
中
村
啓
信
「「
天
地
初
発
之
時
」
の
訓
み
」（『
國
學
院
雜
誌
』
七
六
―
一
一
、
昭
和
五
十
年
十
一
月
）。

　
（
17 
）
谷
口
雅
博
「
補
注
解
説
「
天
地
初
発
」
の
訓
義
」（『
古
事
記
學
』
第
一
号
、
平
成
二
十
七
年
三
月
）
参
照
。

　
（
18 
）
青
木
周
平
「
武
田
祐
吉
の
〈
古
事
記
学
〉―
講
義
ノ
ー
ト
を
通
し
て
―
」（
國
學
院
大
學
伝
統
文
化
リ
サ
ー
チ
セ
ン
タ
ー
研
究
紀
要 

一
、
平
成
二
十
一
年
三
月
）。
後
に
『
青
木
周
平
著
作
集
』
下
巻
（
平
成
二
十
八
年
、
お
う
ふ
う
）
所
収
。


